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Ⅰ 主題設定の理由 

 本年度の研究テーマを「主体的に問い続ける

学習者の育成～論理的思考を基盤とした『課題

発見・解決学習』の推進～」と設定した。 

１ 今日的課題から 

 21世紀の社会は新しい知識・情報・技術が，

社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛

躍的に重要性を増す知識基盤社会と言われて

いる。情報化やグローバル化などの社会的変化

が加速していくなかで，これらの時代を生きる

子どもたちは，何が課題なのかを考え，他者と

協働しながら新たな価値の創造のために必要

な力を身に付け，変化の激しい社会と主体的に

向き合い，その解決の過程をとおして，自己を

確立しつつ，たくましく生き抜く力を身に付け

ることが重視されている。また，多様な価値観

が存在する中で，物事を比較して分析する力，

新しい知識と既有知識を関連付けて課題を解

決する力，自分の考えを筋道立てて説明する力

など，正解のない課題を解決するために必要な

「考える力」の育成が求められる。 

２ 生徒の実態 

 生徒の実態については，過去 3 年間（平成

26年度から平成 28年度）の全国学力・学習状

況調査において，平成 26 年数学Ａ問題を除く

全ての教科で正答率が全国平均を下回るなど，

身に付けた知識・技能を活用することに課題が

ある。また，広島県「基礎・基本」定着状況調

査生徒質問紙の「自分のよさは認められている」

などの項目で，肯定的回答の割合が過去 3年間

県平均を下回るなど，自己肯定感にも課題があ

る。 

３ 昨年度の研究の成果と課題 

 成果として次の 2点を挙げる。1点目は，生

徒が相手に自分の考えを上手く伝えるために

は筋道を立てる必要があると感じ，意識して取

り組んでいた。2点目は，思考ツールを使用す

ることで，生徒が自発的に思考ツールを活用す

るようになり，思考の流れを整理しようとする

態度が見られた。課題としては，生徒アンケー

トの「自分の考えを筋道立てて説明できる」の

項目について，3月，7月，11月の 3回のアン

ケート結果に大きな変化が見られなかったこ

とが挙げられる。この課題を踏まえ，今年度の

実践につなげてきた。 

４ 研究主題について 

(1) 「主体的」とは 

 平成 30年度広島県教育資料では，「主体的な

学びとは，学習者基点の能動的な深い学びであ

る」と定義されている。 

(2) 「問い続ける」とは 

 中央教育審議会答申・別紙 1（平成 28 年 12

月）では，「各教科等の特質に応じた見方･考

え方のイメージ」の探究的な見方・考え方につ

いて「各教科等における見方・考え方を総合的

に活用して，広範な事象を多様な角度から俯瞰

して捉え，実社会や実生活の文脈や自己の生き

方と関連付けて問い続けること」と記されてい

る。黒上（2017）によると，「問い続けるとい

うのが（中略）探究のプロセスがスパイラルに

継続するイメージに呼応する。（中略）いずれ

にしても重要なのは，このサイクルが連続する

ことである。そしてその中で，新たな課題が生

み出されることが「問い続ける」ことである。」

とあり，「課題発見・解決学習」において振り

返りの段階で新たな疑問が生まれ，そのことが

次の課題につながるという探究のサイクルを

繰り返すことで生徒の主体的な学びを促し，さ
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らには新しい時代に求められる資質・能力の育

成が図られると考える。 

(3) 「課題発見・解決学習」とは 

 平成 30 年度広島県教育資料では，「『課題発

見・解決学習』とは，児童生徒が自ら課題を見

付け，課題の解決に向けて探究的な活動をして

いく学習である。」とあり，課題の設定，情報

の収集，整理・分析，まとめ・創造・表現，実

行，振り返りなどの過程を示している。広島県

では，これからの社会で活躍するために必要な

資質・能力の育成を目指した「主体的な学び」

の創造を目指しており，その「主体的な学び」

を促す教育活動として，生徒自らが課題を見付

け，課題解決に向けて探究的な学習をしていく

「課題発見・解決学習」を推進している。 

 これを踏まえて，本校では「鷹取中学校授業

スタイル」を作成し，全教科・領域，学校行事

などのあらゆる場面で実践している。 

(4) 「論理的思考」について 

 国立教育政策研究所から「平成 29 年度・30

年度教育課程研究指定校事業」（中学校・論理

的思考）の 2年間の研究指定を受け，「社会の

中で活用される論理的思考やそれらを表現す

る力を学校全体で育成するための教育課程の

編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究」

の指定課題のもと，どのような目標設定とする

のか，そのためには教科等の間でどのような連

携等が行えるのか，どのような教育課程を編成

するのか，目標実現状況の評価をどのようにす

べきか等について実践研究を進めている。 

 以上のことから，本校においては，育成を目

指す資質・能力を生徒に身に付けさせるために，

全教科・領域で論理的思考を基盤として，「課

題発見・解決学習」を進めることが主体的に問

い続ける学習者の育成につながると考え，本研

究主題を設定した。 
 

Ⅱ 鷹取中学校における教育推進の方向性 

 鷹取中学校における教育ビジョンを中央教

育審議会答申「学習指導要領改訂の方向性」に

基づいて説明する。 

１ 何ができるようになるか 

 本校では，学校教育目標「夢や目標に向かっ

て仲間とともに主体的に学び，未来を創造でき

る生徒の育成」を踏まえ，育成を目指す資質・

能力「知識・技能」「課題発見・解決力」「主体

性」の 3つを設定した。これは中学校学習指導

要領解説総則編（平成 29 年）の育成を目指す

資質・能力（生きて働く「知識・技能」の習得，

未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成），学びを人生や社会に生か

そうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵

養）の 3 つの柱に則して設定したものである。

本校の 3 つの資質・能力を具体的に述べると，

「知識・技能」は課題の解決に必要な知識及び

技能，「課題発見・解決力」は，問いを見いだ

し，その解決に向けて仮説を立てたり，結果を

予測しながら実行したり，調査して得た情報を

元に自分の考えを形成・表現したりするととも

に，仲間と互いの考えを伝えあうことで多様な

考えを理解したり，集団としての考えを形成し

たりすることなどをとおして，課題解決したこ

とを，次の課題発見・解決につなげる力，「主

体性」は，すべての学習や活動に主体的・協働的に

取り組むとともに，仲間と互いの良さを生かしなが

ら，持続可能な社会を実現するための行動の仕方を

考え，自ら社会に参画しようとする態度である。 

２ 何を学ぶか 

 表 1はカリキュラム・マップである。本校の

3つの資質・能力を育成するために教科等横断

的な視点で作成した。総合的な学習の時間を軸

とし，1学年の 1年間のすべての教科と領域の

各単元，題材の学習内容，その単元で育成すべ

き資質・能力や論理的思考，ESDとのかかわり

を 1つの表にまとめた。 
 

表 1 第 1学年 カリキュラム・マップ 
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３ どのように学ぶか 

 図 1は鷹取中学校授業スタイルである。これ

は，「課題発見・解決学習」の過程を学校教育

目標，育成を目指す資質・能力，生徒の実態を

踏まえ，本校独自の学習過程（鷹取中学校授業

スタイル）として作成したものである。内容は，

前回の授業の振り返りをもとに，生徒自身で課

題を設定し，その課題の解決のために必要な情

報を収集し，得た情報を整理・分析し，自分の

考えを筋道立てて説明するという 1 時間の授

業を展開していくものである。黒上（2017）は

「探究の主体は，子供である。」と述べている。

「学習者起点の能動的で深い学び」とはこのこ

とを意味しているのではないか。この過程をス

パイラルに何度も生徒自身が繰り返すことが

主体的な学びの創造につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 鷹取中学校授業スタイル 
 

Ⅲ 本校における論理的思考及び各教科にお

ける論理的思考 

 全教科・領域で論理的思考を基盤とした授業

展開を進めていくうえで，論理的思考の定義を

全教科で統一する必要があると考え，生徒の実

態を踏まえ「思考スキルを用いた活動を通して，

事実や根拠に基づいた自分の考えを説明し，さ

らに協働的な学びにより思考の深まりを促す

過程」と設定した。また，これをもとに各教科

における論理的思考を設定した。（表 2） 
 

表 2 各教科における論理的思考 

 

 

 

 

Ⅳ 「課題発見・解決学習」と論理的思考との

かかわり 

 「課題発見・解決学習」と論理的思考とのか

かわりは次の 2点である。1点目は，鷹取中学

校授業スタイル（「課題発見・解決学習」）の一

つ一つの過程において，論理的思考が関わって

いるという点である。課題設定では，なぜその

課題を設定したのか，またその課題をどのよう

な方法で解決するのか説明する。情報収集，整

理・分析では，どんなデータや情報が必要か，

集める方法，集めた情報で必要なものはどれか，

自分の知っている情報は何かなどを考える。ま

た，思考スキル・思考ツールを使って，情報を

整理・分析する。まとめ・表現では，自分の考

えに仲間と交流して得た考えを統合して，自分

の考えを更新し，表出する。振り返りでは，作

成した課題をもとに設定したルーブリックで

自己評価，相互評価することで，何ができて，

何ができなかったのかを書く。2 点目は，「課

題発見・解決学習」の 1つの過程から次の過程

へ進む際にも論理的思考を働かせる必要があ

る。課題設定ができたら，次はどうするのかを

教師が示すのではなく，生徒自身が考えること

に大きな意味を持つと考える。 

 

Ⅴ 研究の取組 

１ 鷹取中学校授業スタイルを推進するため

の工夫 

(1) 鷹取中学校授業スタイル生徒版の作成 

 図 2 は鷹取中学校授業スタイル生徒版であ

る。鷹取中学校授業スタイルを生徒と共有する

ことで主体的な学びの推進につながると考え

作成した。表面は「課題発見・解決学習」の過

程，思考スキル，思考ツール，ルーブリックな

ど鷹取中学校授業スタイルを生徒にも理解し

やすいように工夫し，裏面は思考ツール一覧表

が記された下敷仕様になっており，生徒はこれ

を見ながら筋道立てて表現する学習している。

最終的には，この下敷きを見なくても，自分自

身で本学びのスタイルを進めることができる
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ことを目指したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 鷹取中学校授業スタイル（生徒版） 

 

(2) 課題設定の工夫 

本校では課題設定を生徒自身が行っている。

「なぜ，何，どのような，どうして」などのキ

ーワードをつけたり，思考スキルを踏まえなが

ら設定したりしている。思考スキルを活用した

課題設定を行うことで課題がよりオーセンテ

ィックになっている。生徒自身が課題を設定す

ることで，その課題が自分ごととなり，そのこ

とが主体的な学びへとつながるのである。各教

科での課題設定の工夫はこの後の「各教科の取

組」で詳しく紹介する。 

(3) 振り返りの工夫 

 振り返り（学びの足跡）では，生徒は後述す

るルーブリックを活用して記述している。その

後，交流することで学びをさらに価値づけする

ために，クラス全体で交流している。各教科で

の振り返りの工夫はこの後の「各教科の取組」

で詳しく紹介する。 

(4) 学びに向かう力の育成 

 研究を推進していくなかで鷹取中学校授業

スタイルを実現するための基盤となるのが論

理的思考であると考え，研究を進めてきたが，

論理的思考および鷹取中学校授業スタイルそ

のものを動かす「力」が必要ではないかと考え

た。それは学びに向かう力である。自分の学び

をコントロールする力である。黒上（2017）に

よると，学びに向かう力は「計画・メタ認知・

見通し」であると述べている。先述した課題設

定，振り返りはこの「計画・メタ認知・見通し」

を意識した取組である。 

(5) 研究体制と職員研修 

 研究体制としてプロジェクトチームを編成

している（図 3）。校長，教頭，教務主任，研

究主任を中心に編成しており，研究の方向性を

考え実施している。 

 

 

図 3 研究体制の組織図 

 

また，昨年度より，関西大学総合情報学部教

授黒上晴夫氏には，学びに向かう力，主体的な

学び，課題設定の在り方，振り返りの方法，ル

ーブリックの設定，思考ツール，思考スキルの

活用方法など多岐にわたってご指導をいただ

いている。 

 さらに，日頃より鷹取中学校授業スタイルの

推進や「この思考スキルならこの思考ツールじ

ゃろ～」などといった思考スキルや思考ツール

の効果的な活用方法についての実践交流が職

員室で自然と話題に上がる場面が多々見られ

る。教師同士が切磋琢磨しながら研究を推進し

ている表れであることは本校の誇りであり，プ

ロフェッショナルな教員集団であることは間
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違いない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 校内研修の様子 
 

２ 論理的思考を育成するための工夫 

(1) 思考スキル・思考ツールの活用 

昨年度より本校では，考えるための技法（思

考スキル），思考を可視化するための思考ツー

ルを学校生活のあらゆる場面で活用している。 

課題解決に必要な思考スキル，例えば，「比

較して考えよう」とか，「構造化して考えよう」

など生徒に提示することで，何をどう考えたら

いいのかわかりやすくなり，そのことが課題を

解決することにつながる。 

また思考ツールという図の上に自分の考え

を置くことで，思考を可視化することができる

と同時に，どこにどんなアイディアを書けばよ

いかをその図が導いてくれるので，生徒たちに

とって大変有用である。しかし，思考ツールを

使うことが最終目標ではなく，それらを使って

根拠を明らかにしながら筋道立てて相手に分

かりやすく伝えることが最も重要であると考

える。また，思考ツールを何度も使うことで，

思考力の育成が図られ，さらには，生徒自身で

思考スキルを設定することで生徒が自発的に

考えることにつながるのではないかと思う。 

(2) 思考ツールタイム，思考ツール集会の実施 

 思考ツールを生徒が自由に活用できるよう

にするために，毎週金曜日の朝 10 分間で思考

ツールを使って班員と交流する取組をしてい

る。テーマはその時期や学校行事に合ったテー

マを教師が決めている。（図 4）生徒は 3 分で

アイディアを思考ツールの上におき，6分で班

員に筋道立てて説明するという内容である。授

業でも自発的に思考ツールを使うようになっ

てきた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 思考ツールタイムのワークシート 

 

 また，月に 2回，思考ツール全校集会を実施

している。毎週金曜日の思考ツールタイムは教

師主導で行っていたが，この集会は，生徒がテ

ーマや思考ツールを考え，全体の司会，進行や

グループのファシリテーターなど集会のすべ

てを仕切っている。テーマの提示後，1グルー

プ 5 名程度の異年齢集団に分かれ，交流する。

グループ交流後，全体交流をする。1集会 1ク

ラスが担当し，提案前になるとクラスで話し合

いを重ねテーマと思考ツールを決めていく。テ

ーマは様々で，掃除について，防災について，

友達関係について，夏休みの過ごし方について

など多岐にわたる。縦割りグループということ

もあり，3 年生がリードして会を進めたり，1

年生が全体の場で堂々と自分の考えを述べる

姿もあり，思考ツールの活用だけではない素晴

らしい場面が多々見られる。 

 

 

 

 

 

 

写真 2 思考ツール集会の様子 
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(3) ルーブリック評価の設定 

 本校では 3 つのルーブリックを全教科で設

定している。1 つ目は，「筋道ルーブリック」

である。 昨年度の研究の課題の 1つである自

分の考えを筋道立てて説明することができる

と実感している生徒が 3 月，7 月と 11 月のア

ンケートで変動が見られなかったことに対す

る手立てとして，筋道立てて説明できていたか

どうかを相互評価・自己評価する場面を設定し

た。しかし，生徒一人一人が自分の「ものさし」

で評価することで，生徒同士の人間関係から，

評価の信頼性に欠ける場面が見られた。そこで

「筋道ルーブリック」を設定した。これは，①

結論・理由・まとめのながれであること，②具

体例や体験などが入っていること，③比較・分

類・関連付けなどが含まれていることが要素と

して組み込まれている。このことにより，相互

評価の信頼性も高まり，生徒自身の自信につな

がり，他者からの肯定的な評価を実感したり，

もっとわかりやすく伝えるためのゴールイメ

ージを持ったりすることで，自己の表現内容の

改善につなげることができるようになった。2

つ目は，「課題に対するルーブリック」である。

授業の最初で教師による「めあて」を提示した

後，生徒が教師とネゴシエーションをしながら

ルーブリックを設定する。このことで本時の具

体的なゴールイメージを共有することができ

る。3つ目は「学びの足跡ルーブリック」であ

る。授業の最後の振り返りの際に生徒が記述す

る。課題に対してわかったこと，わからなかっ

たこと，できたこと，できなかったことのみな

らず，できたことに対して何を工夫したからで

きたのか，できなかったことに対しての理由や

改善点，さらには学習したことが他のどの場面

で活用できるのかなどを筋道立てて記述する。

授業の振り返りとはどういうことなのかを生

徒と共有することで，さらに学びを自分自身の

ものにすることができ，また次時の課題設定へ

結びつけることもできる。 

 

３ 鷹取中学校版「学びの地図」の作成 

 図 5 は鷹取中学校版「学びの地図」である。

カリキュラム・マップを生徒にわかりやすくし

たもので，1学期の授業の見通しを生徒に持た

せるため，各学期の授業初めにそれぞれの教科

ごとに生徒に提示している。内容は単元の目標，

学習内容など各教科で工夫されており，生徒は

その学期に「何ができるようになるか」，「何を

学ぶか」を自覚することができる。 

 

図 5 鷹取中学校版学びの地図 
 

４ 「総合的な学習の時間」カリキュラムの作

成 

 表3は総合的な学習の時間の1時間ごとのシ

ラバスである。 

 「みんな大好き！ふるさと福山！」をテーマ

に 3 年間の学習がつながるように内容を設定

した。1年生は「福山博士になる！」を目指し

て，前期では校区内の地域に詳しい方から聞き

取りをし，後期では校区から福山市に範囲を広

げて，「福山 PR大作戦」と題して福山市内の企

業や行事・イベントなどを紹介するために生徒

が主体的に情報を収集し最終的には発表会等

でプレゼンテーションをする。2年生は「お仕

事名人になる！」を目指して，前期では職場体

験学習，後期ではグループごとに SDGs に関連

した課題研究を行う。最終的には修学旅行で

SDGs を推進している企業を訪問し，それをレ

ポートにまとめる。3年生では「未来創造の達

人になる！」を目指して，12月に行われる「子

ども・大人市民会議 in 鷹取」を生徒自身で計

画，運営，提案をする。提案内容は SDGs を軸
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として，福山の未来をもっと明るくするための

プレゼンテーションを行う。その内容を参加者

と対話することで，さらに自分たちの提案内容

を充実させる。全学年，鷹取中学校授業スタイ

ルを意識して学習を進めている。また，本校は

ユネスコスクールに登録しており，ESDさらに

は SDGsへつなげている。 
 

表 3 総合的な学習の時間のシラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 生徒自らが学びを創造する授業展開の工夫 

 鷹取中学校授業スタイルは主体的な学びを

推進するための 1つの方法である。大切なのは

この授業スタイルをだれがどのように活用す

るかではないだろうか。そこで，本校では 2

学期より，社会科，理科，保健体育科，家庭科，

英語科の 5教科で新たな取組として，生徒が自

ら学びを創造する授業を実践している。これは，

教師が 50 分話し続ける授業ではなく，生徒が

「主役」で教師はあくまでも「脇役」に徹し，

自ら主体的に学ぼうとしている生徒を「見守る」

というものである。当然教師の発話量は減少し，

その代わりに生徒の主体性が向上し，鷹取中学

校授業スタイルが生徒自身のものになる。つま

り，生徒が鷹取中学校授業スタイルを試行錯誤

しながら推進することで，彼ら自身が主体的な

学びを創造しているのである。そのことが，困

難な課題に出会ったとき，課題の本質を見抜き，

自分の持っている知識や技能を発揮しながら

仲間と協力してその課題を主体的に解決する

という本校の 3つの資質・能力の育成につなが

ると考える。 

(1) 取組内容 

① 学習計画を立てる 

 生徒は教師の作成した「学びの地図」や教科

書等を参考にしながら自分の学習計画（「学び

の地図」）を作成する。（図 6，図 7）そこには，

授業のめあて，ルーブリック，鷹取中学校授業

スタイルのサイクルに則った学習過程が組み

込まれている。1時間かけてその単元の学習計

画を作成することで，授業内容を見通すことが

できる。授業はじめに「先生，今日，何するん。」

という質問はだれもしないのである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 生徒が作成した学びの地図（英語科） 

 

 

図 7 生徒が作成した学びの地図（理科） 
 

② メタ認知，見通し 

 単元の終末に評価テストを実施し，学びがど

こまで身についたのか確認したり，日々の学び

の足跡の記入の際に，何ができるようになった

か，なにがわかったか，学んだことをどんな場

面で生かせるかなどを生徒に考えさせたりし

ている。 

(2) 教師の手立て 

 本取組を進めている教師は，発話量が減少し

た 50 分をどう過ごすか，どのように授業を改

善すべきか課題設定をした。手立てとしては，

次の 6点を挙げる。 
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① 定着度の把握 

 個々の生徒の学習状況，定着度を把握するた

め，生徒の思考を妨げない程度でノートチェッ

クをする。 

② ICT機器の活用 

 ICT 機器を利用してモデルとなる良い実践

をしているグループを紹介する。 

③ 肯定的評価 

 机間指導しながら肯定的評価をする。 

④ 生徒自身に気づかせる 

 教師は生徒に直接間違いを指摘せずに，間違

いに気づくようなヒントを与え，生徒同士の対

話をとおして気づかせる。 

⑤ グループへの支援 

 思考活動が停滞しているグループには手立

てとして具体的なアドバイスをする。 

(3) 成果と課題 

① 成果 

ア 主体性の高まり 

 課題解決の過程で，生徒自らが主体となって

解決のための活動を展開することで全員が課

題に対して自分の考えを持ちながら主体的に

解決しようとしている。 

イ 協働的な学びの向上 

 生徒同士がお互いの知識を交流し，協力して

課題を解決しなければならない状況を教師が

仕組んでいくことで，意識して相手の話を聞い

たり，自分の考えを伝えたりしている。 

ウ 授業スタイルの定着 

 本授業スタイルを継続的に行うと，生徒は課

題を解決する手順や方法を理解し，技能として

使えるようになった。この手順や方法を身に付

けた生徒は，授業のみならず，日常生活におけ

る課題解決の場面でもその力を発揮できるよ

うになった。 

② 課題  

 今後は学習班の形態やめあての工夫を図る

必要がある。 

 

７ 生徒会活動とルーブリックとの関連 

ルーブリックは授業以外の場面でも活用さ

れている。日々の学校生活においてもルーブリ

ックを活用している。しかも生徒がルーブリッ

クを作成している。本校では毎月 19 日から 3

日間のうち 1日を選んで，保健委員会が決めた

テーマにそって，家族と話をするトークデーを

設定している。また，テレビやゲーム，携帯電

話やスマートフォンなどの情報端末に触れる

時間を 2 時間以内とするノーメディアデーを

併せて設定している。これらのねらいは，家族

と過ごすことで健康的な生活習慣を身に付け

ることとし，家庭に協力を得ながら，保健委員

会を中心に実施している。保健委員会では，主

にはトークデーとノーメディアデーの呼びか

けや実施状況の集計をしている。しかし，ここ

最近では，トークデーやノーメディアの目標設

定があいまいになり，集計も実施したかどうか

だけで終わっていた。そこで，保健委員長から

「日々の授業でしているルーブリックを，トー

クデーとノーメディアデーにも活かして，新し

くルーブリックを作りたい」という提案により，

保健委員会でルーブリックを検討，作成した。

その検討の際，まずは個人で考えをまとめ，そ

の後グループで交流，そして全体で検討すると

いう日々の授業スタイルが，委員会でも自然に

行われていた。たくさん意見が出る中で，あっ

という間に，ルーブリックはできあがり，ルー

ブリック作りは，生徒たちの中に定着できてい

るように感じた。 
  

表 4 保健委員会で作成したルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅵ 成果と課題 

１ 成果 

 図8と図 9は論理的思考に関する5月，7月，
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10 月の生徒の意識調査の結果である。どちら

ともある程度の高まりが見られる。この要因は，

鷹取中学校授業スタイル及びルーブリックを

生徒と共有したことや，筋道立てて説明できて

いたかどうかを相互評価したためと考えられ

る。また，図 10 よりほとんどの生徒が自分で

課題を設定することができていると自覚して

いる。問い続ける学習者の育成のための第 1

歩である課題設定が確立していることで鷹取

中学校授業スタイルを生徒自身が動かすこと

につながると考える。図 11，図 12より論理的

思考の「鍵」となる思考ツール・思考スキルの

活用が生徒にとって有用であることがわかる。 
 

 

図 8 他人の考えを根拠に注意して聞くことが

できる (%) 
 

 

図 9 自分の考えを筋道立てて説明できる 

（肯定的評価）(%) 
 

 

図 10 授業では，自分で課題を設定しています 

（肯定的評価）(%) 

 

図 11 授業では，情報を，思考ツールを使って，比べ

たり（比較），仲間分けしたり（分類），関係を見付け

たり（関係付け）して，何がわかるのかを考えていま

す （肯定的評価）(%) 
 

 

図 12 授業で思考するときに，思考ツールがある

と考えやすい （肯定的評価）(%) 
 

２ 課題  

 夏季研修において学びの足跡の生徒記述例

を作成し，学びの足跡の具体的なイメージを生

徒と共有した。各教科でかなりの量を書くので，

生徒の書く力も高まっている。しかし，図 13

より生徒アンケートの 5月 7 月と比べて 10月

の数値が下がった。このことは，学びの足跡の

ルーブリックを設定したことで，生徒が今まで

より真剣に授業の振り返りと向き合わなけれ

ばならなくなったためと考えられる。しかし 5

月，7月と比べて記述内容が充実していること

は後述の「各教科の取組」からもわかるように

かなりの高まりを示している。学びに向かう力

の育成につながっていると確信している。 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 13「学びの足跡」は自分の授業を振り返る
のに役に立つ （肯定的評価）(%) 
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３ 今後に向けて   

 今後は教科だけではなく，日常生活において

も，課題を見出し，課題解決のために仲間と協

力して解決に向かおうとする態度を育成する

ためにもこのスタイルを生徒と改善していく

必要がある。 

 グローバル化が進む中で，グローカル人材育

成のためにも相手が何を言いたのか理解し，自

分の考えを他者に分かりやすく伝えることは

重要である。中学校の段階において論理的に

「考える力」を身に付けることは資質・能力の

育成に大いに役立つと考える。 

 

Ⅶ 終わりに 

 本校の研究は，主体的，対話的で深い学び，

いわゆるアクティブラーニングを踏まえて行

っている。それは授業規律もなく目的を持たず

ただ活動しているという行動面だけが見られ

る授業ではなく，生徒の頭の中がアクティブに

活動している，頭の中が主体的ということであ

る。それには「思考」という必要不可欠な活動

があり，生徒は常に「思考」を繰り返しながら，

50 分間の授業を精一杯作り上げている。生徒

だけではない。私たち教師自身も失敗をもとに，

課題を設定し，教師同士相談しながら日々試行

錯誤を繰り返し，研究を推進している。その意

味でも「課題発見・解決学習」が一番必要なの

は教師自身ではないだろうか。 
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